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3.4 各地点の調査結果詳細 

各地点での底生生物及び付着藻類の調査結果の詳細を以下に地点ごとに整理した。 

 

調査地点 1)黒瀬川下流 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の取水堰直下の早瀬でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は山林と農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 19.6 

 

川幅（ｍ） 15 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：擬岩ブロック護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙやﾐｽﾞﾑｼ(甲)等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.3 の“や

や良好”であった。その他にﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科、ｸｻｶﾞﾒ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.3 

良好 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾕｽﾘｶ科(その他:腹

鰓なし)、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、他 

やや良好 － やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ｸﾙﾏﾋﾗﾏｷ

ｶﾞｲ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｺｲ(型不明)、ｵｲｶﾜ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｴｻｷｺﾐｽﾞﾑｼ、 

ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ 

その他 ｸｻｶﾞﾒ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

   

 

 

 

 

 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ ﾐｽﾞﾑｼ(甲) ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ ｸｻｶﾞﾒ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Characium sp.（ｶﾗｷｳﾑ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性（βo）の“とても

良好”であった。 
主要出現種 Characium sp. 

（ｶﾗｷｳﾑ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

 カルガモ、キセキレイを確認。 
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調査地点 2)和泉橋上流 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼ、ｸｽﾞなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 15.3 

 

川幅（ｍ） 20 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 18 

流速 おそい 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳが確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.3 の“やや良好”であっ

た。その他にﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.3 

良好 ｺｶｹﾞﾛｳ科、ﾕｽﾘｶ(その他:腹鰓な

し)、ﾋﾛｼﾏﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ、他 

やや良好 ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼ

ﾋﾞﾙ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾅﾏｽﾞ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ

属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ｺﾐｽﾞﾑｼ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｶﾏﾂｶ ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Desmodesmus Brasiliensis（ﾃﾞｽﾓﾃﾞｽﾑｽ）が多かった。水質判定結果は、β中腐水性（β

m）の“やや良好”であった。 
主要出現種 Desmodesmus 

Brasiliensis 
（ﾃﾞｽﾓﾃﾞｽﾑｽ） 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

α

 

やや良好 

 

ややきれいな水

 

 

■気づきなど 

コサギを確認。 

糸状性藻類が多い。 
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調査地点 3)呉・黒瀬境界 調査日 R5.11.15 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 12.0 

 

川幅（ｍ） 40 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)やﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.7 の“やや

良好”であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾊｲｲﾛﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｲﾌﾞｼｱｼ

ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.7 

良好 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ｵ

ｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、他 

やや良好 － やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼ

ﾋﾞﾙ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

貝類・甲殻類 ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ﾊｲｲﾛﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ 

その他 ｱﾅﾝﾃﾞﾙｶｲﾒﾝ、ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲) ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ(死体) 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Desmodesmus Brasiliensis（ﾃﾞｽﾓﾃﾞｽﾑｽ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“良好”であった。 

主要出現種 Desmodesmus 
Brasiliensis 
（ﾃﾞｽﾓﾃﾞｽﾑｽ） 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

良好 

 

 

■気づきなど 

アオサギ、イソシギ、コガモを確認。 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

 

ヌートリアの糞 
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調査地点 4)竹保川 調査日 R5.11.15 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼ、ﾐｿﾞｿﾊﾞが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 13.8 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｳｽｲﾛｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳやﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳが確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.8 の“や

や良好”であった。その他にｵｲｶﾜ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾄｳﾖｳ

ｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.8 

良好 ｺｶｹﾞﾛｳ科、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾔﾏｻﾅｴ、他 

やや良好 ｳｽｲﾛｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ、ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾕｽﾘｶ科(ﾕｽﾘｶ族:腹鰓あ

り)、ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ｴｻｷｺ

ﾐｽﾞﾑｼ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾏﾙﾐｽﾞﾑｼ、ﾎｿｶ科 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｳｽｲﾛｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Cymbella turgidula（ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Cymbella turgidula 

（ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ） 
 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

β

 

とても良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

 

ヌートリアの糞 
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調査地点 5)光路川 調査日 R5.11.15 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家や施設が点在。 

水温（℃） 11.7 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 コンクリート（一部に砂礫堆積） 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)やｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ属等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.4 の“やや

良好”であった。その他にﾄﾞﾝｺ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.4 

良好 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ﾕｽﾘｶ科

(その他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ属、ﾐﾐｽﾞ綱

(その他)、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ﾄﾞﾝｺ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

貝類・甲殻類 ﾋﾒﾀﾆｼ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｱﾒ

ﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲) ｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ属 ｽｼﾞｴﾋﾞ ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Staurosira venter（ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β中腐

水性（βm）の“やや良好”であった。 
主要出現種 Staurosira venter 

（ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ） 
 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

β

 

やや良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 6)笹野川 調査日 R5.11.15 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科が生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） 13.1 

 

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼやﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 4.9 の“良

好とはいえない”であった。その他にﾄﾞﾝｺ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 スコア表

による 

水質判定 

結果 

4.9 

良好 ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

属、ﾕｽﾘｶ科(その他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － 良好とはいえない 

良好とはいえな

い 

ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐﾐｽﾞ綱

(ｴﾗﾐﾐｽﾞ)、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

貝類・甲殻類 ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘ

ｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾊｲｲﾛﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑ

ｼ、ｺﾐｽﾞﾑｼ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｳｼｶﾞｴﾙ、ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ ﾐﾐｽﾞ綱(ｴﾗﾐﾐｽﾞ) ﾄﾞﾝｺ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Staurosira venter（ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐

水性（αo）の“良好”であった。 

主要出現種 Staurosira venter 
（ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ） 
 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

β

 

良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

 特になし。 
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調査地点 7)石ヶ瀬橋上流 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でｽｽｷ、ﾏｺﾓ、ﾀﾃﾞ科などが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 12.7 

 

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲、中洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙやﾐｽﾞﾑｼ(甲)等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.4 の“や

や良好”であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属、

ｱｼﾅｶﾞﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.4 

良好 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｺｵﾆﾔﾝ

ﾏ、他 

やや良好 － やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ｺﾓﾝｼｼﾞﾐ

ｶﾞﾑｼ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾎｿ

ｶ科 

その他 ﾏﾂﾓﾄｶｲﾒﾝ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Diadesmis confervacea（ｵﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β中

腐水性（βm）の“やや良好”であった。 
主要出現種 Diadesmis confervacea 

（ｵﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

α

 

やや良好 

 

とてもきたない水

 

 

■気づきなど 

アオサギ、コサギ、カルガモ、コガモを確認。 

糸状性藻類が多い。 
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調査地点 8)中川 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾂﾙﾖｼ、ﾐｿﾞｿﾊﾞなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 13.6 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 16 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 4.8 の“良

好とはいえない”であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｱﾒﾝﾎﾞ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 スコア表

による 

水質判定 

結果 

4.8 

良好 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾕｽﾘｶ科(その

他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － 良好とはいえない 

良好とはいえな

い 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾒｼｼﾞﾐ

ｶﾞﾑｼ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞ

ﾆ 

水生昆虫類 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾐｽﾞｶ

ﾏｷﾘ、ｷｽｼﾞｸﾛﾎｿｶ 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ ﾐｽﾞﾑｼ(甲) ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ｱﾒﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Audouinella sp.（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ）が多かった。水質判定結果は、β中腐水性（βm）の“やや

良好”であった。 
主要出現種 Audouinella sp. 

（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

やや良好 

 

 

■気づきなど 

オオカナダモを確認。 

 

 

 

 

 

オオカナダモ 
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調査地点 9)深堂川 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で河床に糸状性藻類が多く生育、周辺は民家が多い。 

水温（℃） 10.0 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：自然河岸+ホタル護岸 

左岸：ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸+ホタル護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)やｼﾏｲｼﾋﾞﾙ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 5.3 の“やや良

好”であった。その他にﾄﾞﾝｺ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ﾏﾂﾓﾑｼ、ﾏﾂﾓﾄｶｲﾒﾝ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属、ｼﾛﾀ

ﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

5.3 

良好 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｺｶｹﾞﾛｳ科、ﾕｽﾘｶ科(その

他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － やや良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ、ﾐﾐｽﾞ綱(その

他)、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ﾏﾂﾓﾑｼ 

その他 ﾏﾂﾓﾄｶｲﾒﾝ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲) ﾐﾐｽﾞ綱(その他) ﾏﾂﾓﾑｼ ﾏﾂﾓﾄｶｲﾒﾝ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Melosira varians（ﾒﾛｼﾗ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“良好”であった。 
主要出現種 Melosira varians 

（ﾒﾛｼﾗ） 
 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

β

 

良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

生活排水の流入が多く、やや臭い。 

糸状性藻類が多い。 

 ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

生活排水の流入状況 
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調査地点 10)米満川上流 調査日 R5.11.14 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ、ﾐｿﾞｿﾊﾞが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 9.1 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 両岸：ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸+擬岩ﾌﾞﾛｯｸ護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳやｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.6

の“良好”であった。その他にﾀｶﾊﾔ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞ

ｹﾗ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.6 

良好 ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

属、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐﾐｽﾞ綱(その他)、ｵﾆﾔﾝﾏ、ﾐｽﾞﾑｼ

(甲) 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾀｶﾊﾔ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾆｯﾎﾟﾝﾎｿｶ 

その他 ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾀｶﾊﾔ ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Chlorophyceae（緑藻綱の一種）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性（βo）の

“とても良好”であった。 
主要出現種 Chlorophyceae 

（緑藻綱の一種） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

アオサギを確認。 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

 

ヌートリアの糞 
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調査地点 11)温井川上流 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 10.3 

 

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属やﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.6 の

“良好”であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ｳｼｶﾞｴﾙ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、

他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.6 

良好 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾕｽﾘｶ

科(その他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｷｲﾛﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾎｿｶ科 

その他 ｳｼｶﾞｴﾙ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ ｳｼｶﾞｴﾙ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Cocconeis placentula（ｺｯｺﾈｲｽ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性

（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Cocconeis placentula 

（ｺｯｺﾈｲｽ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

β

 

とても良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

 

ヌートリアの糞 
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調査地点 12)沼田川上流 2 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

沼田川本流の上流部で、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 12.3 

 

川幅（ｍ） 7 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：擬岩ブロック護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗやｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 7.3 の

“良好”であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｱｶﾊﾗｲﾓﾘなどが確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾁｬﾊﾞﾈﾋ

ｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

7.3 

良好 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ﾕｽﾘ

ｶ科(その他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ ｶﾜﾑﾂ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Navicula cryptotenella 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

極貧腐水性（

 

とても良好 

 

きれいな水

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 13)造賀川 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 13.8 

 

川幅（ｍ） 6 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+蛇カゴ 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗやｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.4 の“良

好”であった。その他にﾑｷﾞﾂｸ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾜﾆﾅ、ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ

属、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.4 

良好 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄ

ﾋﾞｹﾗ属、他 

やや良好 ｺｶﾞﾀﾉｹﾞﾝｺﾞﾛｳ、ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾕｽﾘｶ科(ﾕｽﾘｶ族:腹鰓あ

り)、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾑｷﾞﾂｸ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｺｶﾞｼﾗﾐｽﾞﾑｼ 

その他 ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾑｷﾞﾂｸ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthidium subhudsonis（ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、

α貧腐水性（αo）の“良好”であった。 
主要出現種 Achnanthidium 

subhudsonis 
（ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ） 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

β

 

良好 

 

きれいな水

 

■気づきなど 

やや濁りあり。 

アオサギ、カルガモを確認。 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

ヌートリアの糞 
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調査地点 14)宮領川 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｽｽｷが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 11.7 

 

川幅（ｍ） 2.5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳやﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.0 の

“良好”であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏなどが確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞ

ｹﾗ属、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.0 

良好 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｺｶﾞ

ﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ｼﾏｲｼﾋﾞ

ﾙ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ ｵｲｶﾜ ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Audouinella sp.（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（αo）の“良

好”であった。 
主要出現種 Audouinella sp. 

（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

良好 

 

 

■気づきなど 

やや濁りあり。 
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調査地点 15)杵原川 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｸｻﾖｼ、ﾐｿﾞｿﾊﾞ、ｵｵﾌｻﾓが生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） 12.9 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 小石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳやｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.1 の“良

好”であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ

属、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.1 

良好 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞ

ｻﾅｴ、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾇﾏﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、

他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ｵｵｺｵｲﾑｼ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾎｿｶ科 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Audouinella sp.（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（αo）の“良

好”であった。 
主要出現種 Audouinella sp. 

（ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

良好 

 

 

■気づきなど 

オオフサモを確認。 

ヌートリア（糞）を確認。 

 

 

 

 

 

オオフサモ 
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調査地点 16)入野川中流 2 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 12.8 

 

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽+コンクリート護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶｹﾞﾛｳ科やｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.6 の“良好”

であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｲｼｶﾞﾒとｸｻｶﾞﾒの交雑種等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｶﾜﾆﾅ、ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅ

ｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.6 

良好 ｺｶｹﾞﾛｳ科、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹ

ﾗ、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾋﾒｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞ

ｲ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ｷﾞｷﾞ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ属、ｳｽﾊﾞｶﾞ

ｶﾞﾝﾎﾞ属、ｶ科、ﾎｿｶ科 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｲｼｶﾞﾒとｸｻｶﾞﾒの交雑種 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｺｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ ｲｼｶﾞﾒとｸｻｶﾞﾒの交雑種 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 
（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

濁りあり。 

キセキレイ、カワウを確認。 
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調査地点 17)椋梨川上流 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、右岸側は山林で左岸側は住宅地。 

水温（℃） 12.6 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 右岸：ホタル護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属やﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.6 の“良

好”であった。その他にｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ｱｶｻﾞ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ、ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属、ｶﾜﾆﾅ、他 スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.6 

良好 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾝｷﾞｮｳ

ﾄﾋﾞｹﾗ、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐﾐｽﾞ綱(その他)、ﾐｽﾞﾑｼ(甲)、ﾁｽｲ

ﾋﾞﾙ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ｶﾜﾑﾂ、ﾑｷﾞﾂｸ、ｱｶｻﾞ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｺｼﾎﾞｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科、ﾎｿｶ科 

その他 ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ、ｳｼｶﾞｴﾙ、ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ ｱｶｻﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Tapinothrix janthina（ﾀﾋﾟﾉｽﾘｯｸｽ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性（βo） 
の“とても良好”であった。 

主要出現種 Tapinothrix janthina 
（ﾀﾋﾟﾉｽﾘｯｸｽ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

やや濁りあり。 

オオカナダモを確認。 

 

 

 

 

オオカナダモ 
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調査地点 18)沼田川中流 調査日 R5.11.17 

■調査地点の状況 

沼田川本流の緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科が生育、右岸側は農耕地と工場で左岸側は山林。 

水温（℃） 13.8 

 

川幅（ｍ） 30 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属やﾁﾗｶｹﾞﾛｳ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 7.5 の“とて

も良好”であった。その他にｷﾞｷﾞ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ﾂﾁｶﾞｴﾙ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶ

ｹﾞﾛｳ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

7.5 

良好 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾆ

ﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、他 

やや良好 － とても良好 

良好とはいえな

い 

ﾐﾐｽﾞ綱(その他) 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ、ｷﾞｷﾞ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ｷﾞｷﾞ ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

濁りあり。 
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調査地点 19)関川中流 1 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

太田川水系三篠川の支流で、右岸側は道路と民家で左岸側は山林。 

水温（℃） 11.1 

 

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：自然河岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾋﾄﾎｼｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗやﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 7.6 の

“とても良好”であった。その他にｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属等が確認され

た。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾋﾄﾎｼｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ、ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属、ﾓﾝｶ

ｹﾞﾛｳ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

7.6 

良好 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｼﾛﾊﾗｺ

ｶｹﾞﾛｳ、他 

やや良好 － とても良好 

良好とはいえな

い 

ｺﾓﾝｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｷﾞｷﾞ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾋﾄﾎｼｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

α

 

とても良好 

 

ややきれいな水

 

 

■気づきなど 

 濁りあり。 
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調査地点 20)東川 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

関川の支流でﾂﾙﾖｼ、ｽｽｷなどが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 12.8 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：擬岩ブロック護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗやｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.8 の“良

好”であった。その他にｶﾏﾂｶ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ属等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄ

ﾋﾞｹﾗ、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.8 

良好 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄ

ﾋﾞｹﾗ、他 

やや良好 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 良好 

良好とはいえな

い 

ﾇﾏﾋﾞﾙ、ﾕｽﾘｶ科(ﾕｽﾘｶ族:腹鰓あ

り)、ｷｲﾛﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾀｶﾊﾔ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ属、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｶ

科 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｶﾏﾂｶ ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、Phormidium favosum（ﾌｫﾙﾐｼﾞｳﾑ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（αo）の

“良好”であった。 
主要出現種 Phormidium favosum 

（ﾌｫﾙﾐｼﾞｳﾑ） 
 
 
 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

良好 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 21)椛坂川 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

瀬野川の支流で、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 11.3 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 右岸：ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸+擬岩ﾌﾞﾛｯｸ護岸+

ホタル護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗやｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 6.8 の“良

好”であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ、ﾎｿｶ科等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄ

ﾋﾞｹﾗ属、他 

スコア表

による 

水質判定 

結果 

6.8 

良好 ｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ、ﾕｽﾘｶ科

(その他:腹鰓なし)、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾐﾐｽﾞ綱(その他)、ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ﾐﾐｽﾞ

綱(ｴﾗﾐﾐｽﾞ) 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ、ﾎｿｶ科 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｷﾞﾌｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾕｽﾘｶ科(その他:腹鰓なし) ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ ﾎｿｶ科 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Hippodonta pseudacceptata（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β

貧腐水性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Hippodonta 

pseudacceptata 
（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 22)瀬野川 調査日 R5.11.16 

■調査地点の状況 

瀬野川本流で小さな早瀬が続く、ﾂﾙﾖｼが生育、右岸側は道路で左岸側は工場と山林。 

水温（℃） 10.3 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳやﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ等が確認された。水質判定結果は、平均スコア値 7.8 の“と

ても良好”であった。その他にｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹ

ﾗ属、他 

指標生物

による 

水質判定 

結果 

7.8 

良好 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｵﾅｶﾞｻﾅ

ｴ、他 

やや良好 － とても良好 

良好とはいえな

い 

ﾐﾐｽﾞ綱(その他) 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“とても良好”であった。 
主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

とても良好 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 23)三津大川 調査日 R5.11.15 

■調査地点の状況 

三津大川本流で浅い平瀬が続く、周辺は市街地。 

水温（℃） 16.4 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸+練石護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属やﾕｽﾘｶ科(その他:腹鰓なし)が確認された。水質判定結果は、平均スコ

ア値 6.9 の“良好”であった。その他にﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ｲｼﾏｷｶﾞｲ、ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ等が確認された。 

確認された

指標生物 

とても良好 ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾍﾋﾞﾄﾝ

ﾎﾞ、他 

指標生物

による 

水質判定 

結果 

6.9 

良好 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属、ﾕｽﾘｶ科(その他:腹

鰓なし)、ｱﾌﾞ科、他 

やや良好 － 良好 

良好とはいえな

い 

ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ、ﾐﾐｽﾞ綱(その他)、ﾋﾗ

ﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ、他 

確認された

その他の水

生生物 

魚類 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ、ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｲｼﾏｷｶﾞｲ、ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：重要種（RDB 種）、赤字：外来種、緑字：代表的な指標生物 

    

 

 

 

 

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 ｱﾌﾞ科 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Melosira varians（ﾒﾛｼﾗ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“良好”であった。 
主要出現種 Melosira varians 

（ﾒﾛｼﾗ） 

 

 

 

 DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

良好 

 

 

■気づきなど 

海と川を回遊する魚類や甲殻類が多い（シマヨシノボリ、モクズガニなど）。 

糸状性藻類が多い。 

 水が少ない。 
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４．水生生物調査のまとめ 
 
4.1 底生生物による水質判定結果の経年変化 

底生生物による水質判定結果の経年変化（日本版平均スコア法による）は表 4－1－1のとおりであり、

水系ごとの詳細は次頁のとおりである。 

黒瀬川水系は一部の地点で水質が悪化した状態が続いており、今後の改善が望まれる。一方、その

他の水系では、ほとんどの地点で令和元年度以降、概ね良好な水質が維持されていると考えられる。 

 

表 4－1－1  底生生物による水質判定結果（日本版平均スコア法）の経年変化 

 

※1：■「7.5 以上」（とても良好）、■「6.0 以上 7.5 未満」（良好）、■「5.0 以上 6.0 未満」（やや良

好）、■「5.0 未満」（良好とはいえない） 

 

 

R01 R02 R03 R04 R05

1 黒瀬川下流 5.2 5.7 5.4 6.0 5.3

2 和泉橋上流 4.6 4.8 5.4 5.6 5.3

3 呉・黒瀬境界 5.5 5.5 5.9 6.0 5.7

4 竹保川 7.4 6.3 6.3 6.5 5.8

5 光路川 5.7 5.1 5.9 6.0 5.4

6 笹野川 5.8 5.4 5.8 6.5 4.9

7 石ヶ瀬橋上流 4.3 4.6 5.4 4.8 5.4

8 中川 5.8 6.0 6.3 5.3 4.8

9 深堂川 6.2 5.3 5.3 4.6 5.3

10 米満川上流 6.5 5.9 6.4 6.4 6.6

11 温井川上流 6.8 5.4 6.9 6.8 6.6

12 沼田川上流2 7.6 7.4 7.9 7.3 7.3

13 造賀川 6.0 6.3 6.1 6.5 6.4

14 宮領川 5.9 5.3 5.6 6.0 6.0

15 杵原川 6.6 6.4 6.7 7.1 6.1

16 入野川中流2 7.6 6.9 6.4 6.9 6.6

17 椋梨川上流 7.1 6.8 6.3 6.6 6.6

18 沼田川中流 8.1 8.0 8.0 7.9 7.5

19 関川中流1 7.4 7.8 7.3 7.6 7.6

20 東川 7.6 7.3 7.9 7.3 6.8

21 椛坂川 7.4 8.3 6.7 7.4 6.8

22 瀬野川 7.6 7.4 7.7 7.7 7.8

三津大川 23 三津大川 7.9 7.6 7.5 7.6 6.9

黒瀬川

沼田川

太田川

瀬野川

地点
調査年度

水系
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＜黒瀬川水系＞ 

黒瀬川水系は市街地を流下する区間が多いため、生活排水などの影響を受けやすい水系である。 

令和 5 年度の水質判定結果は、全 11 地点のうち 2 地点が“良好”、7 地点が“やや良好”、2 地点が

“良好とはいえない”であった。 

令和 4 年度と比較すると、地点 7 及び地点 9 は水質判定結果が 1 段階向上したが、地点 1、地点 3、

地点 4、地点 5及び地点 8は 1段階悪化、地点 6は 2段階悪化していた。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 4、地点 10 及び地点 11 は近年良好な水質が維持されて

いるが、地点 2、地点 6、地点 7、地点 8 及び地点 9 は汚濁状態となっている年があることから、水系

全般における水質改善の取り組みが望まれる。 

 

＜沼田川水系＞ 

沼田川水系は、沼田川本流の地点 12と地点 18が山間部を流下する区間で、その他の地点は民家が点

在する農耕地や宅地化が進んだエリアを流下する区間である。 

令和 5 年度の水質判定結果は、全 7 地点のうち 1 地点が“とても良好”、6 地点が“良好”であった。 

令和 4年度と比較すると、全ての地点で前年度と同様の判定となった。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 14 以外は、近年、継続して良好な水質が維持されてい

ると考えられる。ただし、本水系の周辺では宅地造成等による市街地化が進んでいることから、今後の

水質変化について注視する必要がある。 

 

＜太田川水系＞ 

太田川水系は、地点 19が山間部を流下する区間で、地点 20が農耕地を流下する区間である。 

令和 5年度の水質判定結果は、地点 19 は“とても良好”、地点 20は“良好”であった。 

令和 4年度と比較すると、水質判定結果は 2地点共に前年度と同様の判定となった。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 19、地点 20 とも近年は汚濁した状態はみられず、良好

な水質が維持されていると考えられる。 

 

＜瀬野川水系＞ 

瀬野川水系は、地点 21、地点 22 とも山間部を流下する区間である。 

令和 5年度の水質判定結果は、地点 21 は“良好”、地点 22は“とても良好”であった。 

令和 4年度と比較すると、水質判定結果は 2地点共に前年度と同様の判定となった。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 21、地点 22 ともこれまでに汚濁した状態はみられず、

良好な水質が維持されていると考えられる。 

 

＜三津大川水系＞ 

三津大川水系の地点 23は、市街地を流下する区間である。 

令和 5年度の水質判定結果は“良好”であった。 

令和 4年度と比較すると、水質判定結果が 1段階悪化していた。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、本地点ではこれまでに汚濁した状態はみられず、良好な水

質が維持されていると考えられる。 
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4.2 その他の水生生物の確認状況 

底生生物の調査時に確認されたその他の水生生物の確認状況は、表 4－2－1及び表 4－2－2のとおり

である。底生生物調査で確認された水生生物は、貝類、甲殻類、水生昆虫類、魚類、両生類など計 164

種であった。また、環境省 RL（レッドリスト）及び広島県 RDB（レッドデータブック）に掲載されてい

る重要種が 14 種確認され、外来種（国外外来種）が 15種確認された。 

本調査では経年的に非常に多くの種類の水生生物が確認されていることから、東広島市の河川は潜

在的に在来水生生物の多様性が高いと考えられる。しかしながら、河川によっては水質汚濁や河川工事

等による河川環境の単調化、外来種の増殖等の影響により、在来種の生息が脅かされている状況である

と考えられる。このため、今後は在来種が棲みやすいような環境改善につながる取り組みを進めていく

ことが望まれる。 

なお、今回の調査で確認された重要種と外来種の詳細は、以下のとおりである。 

 

■ 重要種の確認状況 

確認種のうち環境省 RL（レッドリスト）及び広島県 RDB（レッドデータブック）に掲載されている重

要種は、モノアラガイ、ヒラマキミズマイマイ、トウキョウヒラマキガイ、クルマヒラマキガイ、キイ

ロヤマトンボ、コガタノゲンゴロウ、コガムシ、ガムシ、アブラボテ、ドジョウ、アカザ、ミナミメダ

カ、アカハライモリ及びニホンイシガメの 14 種である。 

このうち、モノアラガイは太田川水系の地点 20 で、ヒラマキミズマイマイは三津大川水系の地点 23

で、トウキョウヒラマキガイは黒瀬川水系の地点 3で、クルマヒラマキガイは黒瀬川水系の地点 1及び

地点 4で、キイロヤマトンボは沼田川水系の地点 16で、コガタノゲンゴロウは沼田川水系の地点 13で、

コガムシは黒瀬川水系の地点 3 で、ガムシは沼田川水系の地点 13 で、アブラボテは沼田川水系の地点

17 で、ドジョウは黒瀬川水系 3 地点及び沼田川水系 1 地点の計 4 地点で、アカザは沼田川水系の地点

17 で、ミナミメダカは黒瀬川水系の 8 地点及び沼田川水系の 2 地点の計 10 地点で、アカハライモリは

黒瀬川水系の 1地点、沼田川水系の 3地点の計 4地点で、ニホンイシガメは黒瀬川水系の地点 7で確認

された。 

 

   
モノアラガイ ヒラマキミズマイマイ トウキョウヒラマキガイ 

   
クルマヒラマキガイ キイロヤマトンボ コガタノゲンゴロウ 

現地調査で確認された重要種（その 1） 
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コガムシ ガムシ アブラボテ 

 

 

 
ドジョウ アカザ ミナミメダカ 

  

 

アカハライモリ ニホンイシガメ  

現地調査で確認された重要種（その 2） 
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■ 外来種の確認状況 

確認種のうち外来種（国外外来種）は、マツモトカイメン、アメリカツノウズムシ、アメリカナミ

ウズムシ、ハブタエモノアラガイ、サカマキガイ、ヒロマキミズマイマイ、タイワンシジミ、フロリダ

マミズヨコエビ、アメリカザリガニ、ブルーギル、ウシガエル、ミシシッピアカミミガメ、ヌートリア、

オオカナダモ及びオオフサモの 15種である。 

このうち、タイワンシジミは黒瀬川水系、沼田川水系、太田川水系の広い範囲で確認された。また、

他の外来種は黒瀬川水系で確認されることが多い傾向にあった。 

なお、確認された外来種のうちブルーギル及びウシガエルは外来生物法（特定外来生物による生態

系等に係わる被害の防止に関する法律）において特定外来生物に、またアメリカザリガニ及びミシシッ

ピアカミミガメは条件付特定外来生物に指定されている。 

 

   
マツモトカイメン アメリカツノウズムシ アメリカナミウズムシ 

   
ハブタエモノアラガイ サカマキガイ ヒロマキミズマイマイ 

   
タイワンシジミ フロリダマミズヨコエビ アメリカザリガニ 

現地調査で確認された外来種（その 1） 

 

  



 41

   
ブルーギル ウシガエル ミシシッピアカミミガメ（死体） 

   
ヌートリア(糞) オオカナダモ オオフサモ 

現地調査で確認された外来種（その 2）
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表 4－2－1(1)  水生生物確認種一覧表 

   
和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種

生態系被害防
止外来種

その他外来種

1 マツモトカイメン Heterorotula multidentata ● ● ○

2 アナンデルカイメン Radiospongilla cerebellata ●

3 ナミウズムシ Dugesia japonica ● ● ● ● ● ●

4 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ● ● ● ● ● ○

5 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina ● ● ● ● ● ● ● ○

6 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 イシマキガイ Clithon retropictum ●

7 タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia histrica ● ●

8 カワニナ Semisulcospira libertina ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana ● ●

10 ヒメモノアラガイ Orientogalba ollula ● ●

11 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ● ● ● ○

12 モノアラガイ Radix auricularia japonica ● NT DD

13 サカマキガイ科 サカマキガイ Physella acuta ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

14 ヒラマキミズマイマイ Gyraulus spirillus ● DD

15 トウキョウヒラマキガイ Gyraulus tokyoensis ● DD

16 クルマヒラマキガイ Helicorbis cantori ● ● VU

17 ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus ● ● ● ● ○

18 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

19 イトミミズ目 ヒメミミズ科 ヒメミミズ科 Enchytraeidae ●

ミミズ綱（エラミミズ） Oligochaeta ● ● ● ● ● ● ●

ミミズ綱（その他） Oligochaeta ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 吻蛭目 ヒラタビル科 ヌマビル Helobdella stagnalis ● ● ●

21 チスイビル科 チスイビル Hirudo nipponica ●

22 ヘモピ科 セスジビル Whitmania edentula ●

23 シマイシビル Dina lineata ● ● ● ● ● ●

24 ビロウドイシビル Erpobdella testacea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イシビル科 Erpobdellidae ● ●

25 ナガレビル科 ヌマイシビル Barbronia weberi ●

26 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ● ● ● ● ○

27 ワラジムシ目 ミズムシ科（甲） ミズムシ（甲） Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

28 ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ●

29 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

30 テナガエビ Macrobrachium nipponense ●

31 スジエビ Palaemon paucidens ● ● ● ● ● ● ● ● ●

32 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

33 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani ● ● ●

34 モクズガニ科 モクズガニ Eriocheir japonica ●

35 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus ● ● ● ● ●

36 モンカゲロウ科 モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ● ● ● ● ● ●

37 オオクママダラカゲロウ Cincticostella elongatula ● ●

38 シリナガマダラカゲロウ Ephacerella longicaudata ● ● ● ● ●

39 アカマダラカゲロウ Teloganopsis punctisetae ● ● ● ● ●

40 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ●

41 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ● ● ● ●

42 サホコカゲロウ Baetis sahoensis ● ●

43 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ● ● ● ●

44 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis ● ● ●

45 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora ● ● ● ● ●

コカゲロウ科 Baetidae ● ● ● ● ● ● ● ●

46 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia valida ● ● ● ● ● ●

47 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

48 ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis ● ●

49 キョウトキハダヒラタカゲロウ Heptagenia kyotoensis ●

50 アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis ● ● ● ● ● ●

イトトンボ科 Coenagrionidae ● ●

51 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

52 ニホンカワトンボ Mnais costalis ● ● ● ●

53 ギンヤンマ Anax parthenope julius ● ● ● ● ● ● ● ●

54 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

55 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ● ●

56 ダビドサナエ Davidius nanus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

57 オナガサナエ Melligomphus viridicostus ● ● ● ● ● ● ● ● ●

58 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

59 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ● ● ● ●

60 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena ● ● ● ● ●

61 キイロヤマトンボ Macromia daimoji ● NT VU

62 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

63 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ● ●

64 カミムラカワゲラ Kamimuria tibialis ● ●

65 フタツメカワゲラ属 Neoperla sp. ● ● ● ● ● ● ● ●

66 ヒトホシクラカケカワゲラ Paragnetina japonica ● ●

67 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ科 Perlodidae ● ●

昆虫綱

節足動物門

カワゲラ目（セキ翅目） カワゲラ科

トンボ目（蜻蛉目） イトトンボ科

カワトンボ科

ヤンマ科

サナエトンボ科

エゾトンボ科

トンボ科

軟甲綱

エビ目 ヌマエビ科

テナガエビ科

カゲロウ目（蜉蝣目）

マダラカゲロウ科

コカゲロウ科

ヒラタカゲロウ科

ヒラマキガイ科

環形動物門 ミミズ綱

ヒル綱

吻無蛭目

イシビル科

扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科

軟体動物門 腹足綱

新生腹足目

カワニナ科

汎有肺目 モノアラガイ科

調査地点番号 重要種選定基準 外来種選定基準

海綿動物門 普通海綿綱 ザラカイメン目 タンスイカイメン科

No. 門名 綱名 目名 科名
種名
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表 4－2－1(2)  水生生物確認種一覧表 

   
和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種

生態系被害防
止外来種

その他外来種

68 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ● ● ● ● ●

69 シマアメンボ Metrocoris histrio ●

70 イトアメンボ科 ヒメイトアメンボ Hydrometra procera ● ●

71 コチビミズムシ Micronecta guttata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

72 ハイイロチビミズムシ Micronecta sahlbergii ● ●

チビミズムシ属 Micronecta sp. ● ●

73 エサキコミズムシ Sigara septemlineata ● ●

コミズムシ属 Sigara sp. ● ●

74 コオイムシ科 オオコオイムシ Appasus major ●

75 タイコウチ科 ミズカマキリ Ranatra chinensis ● ● ● ● ● ● ●

76 マツモムシ科 マツモムシ Notonecta triguttata ●

77 マルミズムシ科 マルミズムシ Paraplea japonica ●

78 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ Protohermes grandis ● ● ● ●

79 コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

80 ギフシマトビケラ Hydropsyche gifuana ● ● ● ● ●

81 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

82 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ● ● ● ●

83 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ● ● ● ●

84 チャバネヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche sauteri ● ● ● ●

85 コヤマトビケラ属 Agapetus sp. ● ● ●

86 ヤマトビケラ科 Glossosomatidae ● ●

87 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. ● ● ●

88 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ●

89 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ● ● ● ● ●

90 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

91 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

92 タテヒゲナガトビケラ属 Ceraclea sp. ●

93 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

94 クサツミトビケラ属 Oecetis sp. ● ● ●

95 セトトビケラ属 Setodes sp. ● ● ● ●

96 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta ● ●

97 ケトビケラ科 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis ● ● ● ● ●

98 チョウ目（鱗翅目） ツトガ科 ツトガ科 Crambidae ●

99 ウスバガガンボ属 Antocha sp. ● ● ● ● ● ●

100 ヒゲナガガガンボ属 Hexatoma sp. ●

101 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

102 コシボソガガンボ科 コシボソガガンボ科 Ptychopteridae ●

103 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae ●

104 ユスリカ科（ユスリカ族：腹鰓あり） Chironomidae ● ● ● ● ● ● ●

ユスリカ科（その他：腹鰓なし） Chironomidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

105 カ科 カ科 Culicidae ● ●

106 ニッポンホソカ Dixa nipponica ●

107 キスジクロホソカ Dixa obtusa ●

ホソカ科 Dixidae ● ● ● ● ● ● ●

108 ヒメアシマダラブユ Simulium arakawae ● ●

109 ヒロシマツノマユブユ Simulium aureohirtum ● ●

110 キアシツメトゲブユ Simulium bidentatum ● ● ● ● ●

アシマダラブユ属 Simulium sp. ● ●

111 アブ科 アブ科 Tabanidae ●

112 コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis ● VU CR+EN

113 ウスイロシマゲンゴロウ Hydaticus rhantoides ●

114 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus ●

115 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ● ● ●

116 コガシラミズムシ科 コガシラミズムシ Peltodytes intermedius ●

117 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ● ● ● ● ● ●

ヒラタガムシ属 Enochrus sp. ●

118 ルイスヒラタガムシ Helochares pallens ●

119 コガムシ Hydrochara affinis ● DD

120 ガムシ Hydrophilus acuminatus ● NT

121 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis ● ● ● ● ● ● ● ● ●

122 コモンシジミガムシ Laccobius oscillans ● ● ●

シジミガムシ属 Laccobius sp. ●

123 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ●

124 ドロムシ科 ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis ●

125 イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica ● ● ● ● ● ●

126 アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris ● ● ● ●

127 アワツヤドロムシ Zaitzevia awana ●

128 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca ● ●

129 マルヒラタドロムシ属 Eubrianax sp. ● ● ● ●

130 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ● ●

131 マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus ●

132 ホタル科 ゲンジボタル Luciola cruciata ● ● ● ●

昆虫綱

門名 綱名

節足動物門

No. 目名 科名
種名 調査地点番号 重要種選定基準 外来種選定基準

コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科

ガムシ科

ヒメドロムシ科

ヒラタドロムシ科

ヒゲナガトビケラ科

ハエ目（双翅目） ヒメガガンボ科

ユスリカ科

ホソカ科

ブユ科

カメムシ目（半翅目） アメンボ科

ミズムシ科（昆）

トビケラ目（毛翅目） シマトビケラ科

ヒゲナガカワトビケラ科

ヤマトビケラ科

ナガレトビケラ科
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表 4－2－1(3)  水生生物確認種一覧表 

  

  
和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種

生態系被害防
止外来種

その他外来種

133 コイ（型不明） Cyprinus carpio ●

134 アブラボテ Tanakia limbata ● NT NT

135 オイカワ Opsariichthys platypus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

136 カワムツ Candidia temminckii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

137 タカハヤ Rhynchocypris oxycephala ● ●

138 ムギツク Pungtungia herzi ● ●

139 カマツカ Pseudogobio esocinus ● ● ● ●

140 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● ● ● NT NT

141 ギギ科 ギギ Tachysurus nudiceps ● ● ●

142 ナマズ科 ナマズ Silurus asotus ●

143 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii ● VU NT

144 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● VU NT

145 サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus ● ● ○ ○

146 ドンコ科 ドンコ Odontobutis obscura ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

147 ミミズハゼ Luciogobius guttatus ●

148 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ●

149 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

150 シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae ●

151 ゴクラクハゼ Rhinogobius similis ●

152 トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified ● ● ● ● ●

153 スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis ●

154 有尾目 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ● ● ● ● NT NT

155 アマガエル科 ニホンアマガエル Dryophytes japonicus ●

156 ウシガエル Lithobates catesbeianus ● ● ○ ○

157 ツチガエル Glandirana rugosa ● ● ●

158 ニホンイシガメ Mauremys japonica ● NT NT

159 クサガメ Mauremys reevesii ●

160 イシガメとクサガメの交雑種 Mauremys japonica  x M. reevesii ●

161 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans ● ● ○ ○

162 哺乳綱 ネズミ目（齧歯目） ヌートリア科 ヌートリア Myocastor coypus ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

163 単子葉類 オモダカ目 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa ● ● ○

164 真正双子葉類 ユキノシタ目 アリノトウグサ科 オオフサモ Myriophyllum aquaticum ● ○ ○

30 33 31 36 29 34 39 36 24 40 31 32 45 37 40 47 40 39 34 42 28 38 34 14 0 9 6 10 5

科名
種名 調査地点番号 重要種選定基準 外来種選定基準

No. 門名 綱名 目名

種子植物門

地点別の種数合計
●和名、学名および配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和5年度版）」（令和5年、国土交通省）に従った。
●重要種選定基準
　1.水国重要種リスト（河川水辺の国勢調査のための重要種リスト）
　　①「文化財保護法」（昭和25年法律第214号、最終改正：令和4年）に基づき指定された天然記念物又は特別天然記念物
　　　特天：文化財保護法により指定された特別天然記念物
　　　天然：文化財保護法により指定された天然記念物
　　②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号、最終改正：令和4年）に基づき定められた国内及び国際希少野生動植物種
　　　国内：国内希少野生動植物種
　　　国際：国際希少野生動植物種
　　　緊急：緊急指定種
　　③「自然公園法」による指定動植物（調査区域の一部又は全域が国立公園又は国定公園を含む場合）
　　④「環境省レッドリスト2020」（令和元年度、環境省）の掲載種
　　　CR：絶滅危惧IA類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
　　　EN：絶滅危惧IB類（絶滅危惧IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
　　　VU：絶滅危惧II類（絶滅の危険が増大している種）
　　　NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種）
　　　DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種）
　　　LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群）
  2.広島県種の保護（広島県野生動植物の種の保護に関する条例）（平成6年3月29日条例第一号）の掲載種
　 　指定：指定野生動植物
  3.広島県RDB（広島県の絶滅のおそれのある野生生物(第4版）－レッドデータブックひろしま2021－（令和4年、広島県）の掲載種
　　EX：絶滅（広島県ではすでに絶滅したと考えられる種）
　　EW：野生絶滅（飼育・栽培下でのみ存続している種）
　　CR+EN：絶滅危惧I類（絶滅の危機に瀕している種）
　　VU：絶滅危惧II類（絶滅の危険が増大している種）
　　NT：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種）
　　AN：要注意種（評価するだけの情報が不足している種、または広島県の自然特性等から保護上の重要度の高い種）
●外来種選定基準
  1.特定外来種：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成17年、最終改正：令和5年、環境省）の掲載種
  2.生態系被害防止外来種：「我が国の生態系等に影響を及ぼすおそれのある外来種リスト」（令和2年11月改訂、環境省）
  3.その他外来種：河川水辺の国勢調査のための特定外来生物等リストに掲載されるその他の国外外来種（令和5年、国土交通省）

スズキ目

ハゼ科

両生綱

無尾目

アカガエル科

爬虫綱 カメ目 イシガメ科

脊つい（椎）動物門 硬骨魚綱 コイ目 コイ科

ナマズ目
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表 4－2－2(1)  水生生物確認種一覧表（個体数） 

  

  
和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種

生態系被害防
止外来種

その他外来種

1 マツモトカイメン Heterorotula multidentata 1 1 2 ○

2 アナンデルカイメン Radiospongilla cerebellata 1 1

3 ナミウズムシ Dugesia japonica 2 1 1 3 1 4 12

4 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 5 5 6 1 1 18 ○

5 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina 1 5 2 5 5 4 2 24 ○

6 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 イシマキガイ Clithon retropictum 13 13

7 タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia histrica 1 1

8 カワニナ Semisulcospira libertina 2 10 7 12 23 8 7 3 5 1 2 1 81

9 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana 1 20 21

10 ヒメモノアラガイ Orientogalba ollula 1 1 2

11 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella 4 1 4 9 ○

12 モノアラガイ Radix auricularia japonica 1 1 NT DD

13 サカマキガイ科 サカマキガイ Physella acuta 3 5 13 2 3 4 10 5 1 4 50 ○

14 ヒラマキミズマイマイ Gyraulus spirillus 1 1 DD

15 トウキョウヒラマキガイ Gyraulus tokyoensis 2 2 DD

16 クルマヒラマキガイ Helicorbis cantori 1 1 2 VU

17 ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus 1 11 2 1 15 ○

18 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea 10 15 20 1 4 15 5 18 4 12 8 16 8 1 1 138 ○

19 イトミミズ目 ヒメミミズ科 ヒメミミズ科 Enchytraeidae 1 1

ミミズ綱（エラミミズ） Oligochaeta 2 1 1 1 1 1 1 8

ミミズ綱（その他） Oligochaeta 1 5 2 1 1 3 2 2 2 1 1 1 3 1 4 3 3 36

20 吻蛭目 ヒラタビル科 ヌマビル Helobdella stagnalis 22 12 1 35

21 チスイビル科 チスイビル Hirudo nipponica 1 1

22 ヘモピ科 セスジビル Whitmania edentula 1 1

23 シマイシビル Dina lineata 3 1 1 4 12 2 23

24 ビロウドイシビル Erpobdella testacea 42 6 6 6 20 20 1 2 2 3 6 8 122

イシビル科 Erpobdellidae 1 1 2

25 ナガレビル科 ヌマイシビル Barbronia weberi 1 1

26 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus 7 4 2 2 15 ○

27 ワラジムシ目 ミズムシ科（甲） ミズムシ（甲） Asellus hilgendorfi hilgendorfi 8 20 13 7 25 1 10 10 15 1 1 8 16 16 5 3 159

28 ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta 6 6

29 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 15 20 8 11 13 30 30 30 10 20 30 3 18 20 20 10 11 10 16 20 4 10 359

30 テナガエビ Macrobrachium nipponense 3 3

31 スジエビ Palaemon paucidens 4 5 6 3 1 9 4 2 1 35

32 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 2 1 8 2 2 1 11 1 1 2 18 49 ○ ○

33 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani 1 1 5 7

34 モクズガニ科 モクズガニ Eriocheir japonica 13 13

35 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus 1 2 1 2 5 11

36 モンカゲロウ科 モンカゲロウ Ephemera strigata 1 4 1 1 3 8 4 2 24

37 オオクママダラカゲロウ Cincticostella elongatula 3 4 7

38 シリナガマダラカゲロウ Ephacerella longicaudata 1 1 1 1 2 6

39 アカマダラカゲロウ Teloganopsis punctisetae 4 1 1 2 4 12

40 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica 2 2

41 フタバコカゲロウ Baetiella japonica 1 1 1 1 6 10

42 サホコカゲロウ Baetis sahoensis 20 5 25

43 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus 16 7 5 1 29

44 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis 6 15 1 22

45 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 11 15 5 18 8 57

コカゲロウ科 Baetidae 1 9 3 7 2 10 3 1 36

46 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia valida 1 7 5 5 5 17 40

47 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 1 1 1 1 1 5 1 1 8 5 4 1 6 3 1 4 5 5 54

48 ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis 1 1 2

49 キョウトキハダヒラタカゲロウ Heptagenia kyotoensis 3 3

50 アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis 6 2 1 3 4 2 18

イトトンボ科 Coenagrionidae 2 1 3

51 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata 3 1 3 3 3 6 8 5 4 1 2 4 2 1 4 50

52 ニホンカワトンボ Mnais costalis 5 1 1 2 9

53 ギンヤンマ Anax parthenope julius 2 2 1 1 2 2 3 1 14

54 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 11

55 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops 1 1 2

56 ダビドサナエ Davidius nanus 1 1 1 1 3 5 8 1 1 11 3 1 2 39

57 オナガサナエ Melligomphus viridicostus 3 1 1 3 1 2 3 6 1 21

58 コオニヤンマ Sieboldius albardae 1 3 3 1 1 1 2 1 2 2 1 18

59 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii 1 2 1 1 1 1 7

60 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena 1 1 2 1 2 7

61 キイロヤマトンボ Macromia daimoji 1 1 NT VU

62 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum 4 7 4 4 1 1 5 1 1 3 1 32

63 オオシオカラトンボ Orthetrum melania 1 1 2

64 カミムラカワゲラ Kamimuria tibialis 1 1 2

65 フタツメカワゲラ属 Neoperla sp. 1 3 6 13 10 3 3 4 43

66 ヒトホシクラカケカワゲラ Paragnetina japonica 5 13 18

67 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ科 Perlodidae 1 1 2

昆虫綱

節足動物門

カワゲラ目（セキ翅目） カワゲラ科

トンボ目（蜻蛉目） イトトンボ科

カワトンボ科

ヤンマ科

サナエトンボ科

エゾトンボ科

トンボ科

軟甲綱

エビ目 ヌマエビ科

テナガエビ科

カゲロウ目（蜉蝣目）

マダラカゲロウ科

コカゲロウ科

ヒラタカゲロウ科

ヒラマキガイ科

環形動物門 ミミズ綱

ヒル綱

吻無蛭目

イシビル科

扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科

軟体動物門 腹足綱

新生腹足目

カワニナ科

汎有肺目 モノアラガイ科

調査地点番号
個体数合計

重要種選定基準 外来種選定基準

海綿動物門 普通海綿綱 ザラカイメン目 タンスイカイメン科

No. 門名 綱名 目名 科名
種名
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表 4－2－2(2)  水生生物確認種一覧表（個体数） 

  

  
和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種

生態系被害防
止外来種

その他外来種

68 アメンボ Aquarius paludum paludum 1 2 3 2 8 1 2 1 20

69 シマアメンボ Metrocoris histrio 1 1

70 イトアメンボ科 ヒメイトアメンボ Hydrometra procera 1 1 2

71 コチビミズムシ Micronecta guttata 15 1 5 5 10 1 1 20 5 1 64

72 ハイイロチビミズムシ Micronecta sahlbergii 1 4 5

チビミズムシ属 Micronecta sp. 1 1 2

73 エサキコミズムシ Sigara septemlineata 1 1 2

コミズムシ属 Sigara sp. 1 1 2

74 コオイムシ科 オオコオイムシ Appasus major 2 2

75 タイコウチ科 ミズカマキリ Ranatra chinensis 4 1 3 1 1 11 1 22

76 マツモムシ科 マツモムシ Notonecta triguttata 1 1

77 マルミズムシ科 マルミズムシ Paraplea japonica 1 1

78 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ Protohermes grandis 1 1 4 5 11

79 コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. 100 1 12 5 2 1 10 11 1 6 5 2 5 8 5 2 4 1 7 188

80 ギフシマトビケラ Hydropsyche gifuana 2 1 1 8 6 18

81 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 1 10 8 48 1 13 6 3 53 6 149

82 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum 8 15 8 1 1 12 45

83 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 3 4 19 5 8 3 16 58

84 チャバネヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche sauteri 4 6 2 1 13

85 コヤマトビケラ属 Agapetus sp. 1 1 13 15

86 ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 7 8 15

87 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. 1 2 1 4

88 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala 1 1

89 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala 2 1 1 1 1 6

90 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica 3 1 1 1 5 2 1 6 8 4 8 4 4 15 6 4 7 3 83

91 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. 1 3 1 1 2 6 3 3 2 3 1 26

92 タテヒゲナガトビケラ属 Ceraclea sp. 4 4

93 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. 3 1 3 1 7 6 5 3 1 1 6 8 45

94 クサツミトビケラ属 Oecetis sp. 2 4 2 8

95 セトトビケラ属 Setodes sp. 1 1 1 2 5

96 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta 1 1 2

97 ケトビケラ科 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis 1 1 4 2 1 9

98 チョウ目（鱗翅目） ツトガ科 ツトガ科 Crambidae 1 1

99 ウスバガガンボ属 Antocha sp. 1 4 1 1 1 1 9

100 ヒゲナガガガンボ属 Hexatoma sp. 1 1

101 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. 1 3 1 1 1 1 5 8 3 3 1 1 5 1 3 1 2 3 8 3 2 57

102 コシボソガガンボ科 コシボソガガンボ科 Ptychopteridae 6 6

103 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae 1 1

104 ユスリカ科（ユスリカ族：腹鰓あり） Chironomidae 6 1 1 1 3 2 2 16

ユスリカ科（その他：腹鰓なし） Chironomidae 22 3 8 2 5 2 4 3 3 6 2 2 6 3 2 2 2 5 4 6 92

105 カ科 カ科 Culicidae 1 3 4

106 ニッポンホソカ Dixa nipponica 1 1

107 キスジクロホソカ Dixa obtusa 1 1

ホソカ科 Dixidae 1 1 1 1 1 1 1 7

108 ヒメアシマダラブユ Simulium arakawae 1 1 2

109 ヒロシマツノマユブユ Simulium aureohirtum 3 3 6

110 キアシツメトゲブユ Simulium bidentatum 5 2 1 5 1 14

アシマダラブユ属 Simulium sp. 1 2 3

111 アブ科 アブ科 Tabanidae 5 5

112 コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis 1 1 VU CR+EN

113 ウスイロシマゲンゴロウ Hydaticus rhantoides 2 2

114 チビゲンゴロウ Hydroglyphus japonicus 1 1

115 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis 1 1 1 3

116 コガシラミズムシ科 コガシラミズムシ Peltodytes intermedius 2 2

117 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans 1 1 1 1 1 2 7

ヒラタガムシ属 Enochrus sp. 1 1

118 ルイスヒラタガムシ Helochares pallens 1 1

119 コガムシ Hydrochara affinis 1 1 DD

120 ガムシ Hydrophilus acuminatus 1 1 NT

121 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis 13 8 6 12 1 5 2 19 1 67

122 コモンシジミガムシ Laccobius oscillans 1 4 1 6

シジミガムシ属 Laccobius sp. 2 2

123 ヒメガムシ Sternolophus rufipes 1 1

124 ドロムシ科 ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis 1 1

125 イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica 1 1 1 6 2 2 13

126 アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris 1 1 2 1 5

127 アワツヤドロムシ Zaitzevia awana 1 1

128 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca 1 1 2

129 マルヒラタドロムシ属 Eubrianax sp. 8 1 2 3 14

130 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus 3 1 4

131 マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus 1 1

132 ホタル科 ゲンジボタル Luciola cruciata 3 1 1 1 6

昆虫綱節足動物門

個体数合計
重要種選定基準 外来種選定基準

No. 門名 綱名 目名 科名
種名 調査地点番号

コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科

ガムシ科

ヒメドロムシ科

ヒラタドロムシ科

ヒゲナガトビケラ科

ハエ目（双翅目） ヒメガガンボ科

ユスリカ科

ホソカ科

ブユ科

カメムシ目（半翅目） アメンボ科

ミズムシ科（昆）

トビケラ目（毛翅目） シマトビケラ科

ヒゲナガカワトビケラ科

ヤマトビケラ科

ナガレトビケラ科
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表 4－2－2(3)  水生生物確認種一覧表（個体数） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 水国重要種リスト 広島県種の保護 広島県RDB 特定外来種
生態系被害防

止外来種
その他外来種

133 コイ（型不明） Cyprinus carpio 1 1

134 アブラボテ Tanakia limbata 2 2 NT NT

135 オイカワ Opsariichthys platypus 30 3 10 200 20 10 8 50 10 1 1 1 15 6 20 385

136 カワムツ Candidia temminckii 2 15 15 12 3 9 30 30 15 7 30 6 10 184

137 タカハヤ Rhynchocypris oxycephala 1 2 3

138 ムギツク Pungtungia herzi 2 3 5

139 カマツカ Pseudogobio esocinus 2 2 2 1 7

140 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 1 1 1 1 4 NT NT

141 ギギ科 ギギ Tachysurus nudiceps 2 2 1 5

142 ナマズ科 ナマズ Silurus asotus 1 1

143 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii 2 2 VU NT

144 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes 15 40 4 3 25 20 4 3 1 1 116 VU NT

145 サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus 2 1 3 ○ ○

146 ドンコ科 ドンコ Odontobutis obscura 4 1 2 4 15 10 4 20 3 20 5 12 1 8 3 1 5 118

147 ミミズハゼ Luciogobius guttatus 1 1

148 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 2 2

149 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus 5 4 13 10 1 10 10 9 7 18 3 6 96

150 シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae 20 20

151 ゴクラクハゼ Rhinogobius similis 1 1

152 トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified 1 9 1 6 1 18

153 スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis 1 1

154 有尾目 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster 1 2 2 2 7 NT NT

155 アマガエル科 ニホンアマガエル Dryophytes japonicus 1 1

156 ウシガエル Lithobates catesbeianus 2 1 3 ○ ○

157 ツチガエル Glandirana rugosa 3 1 1 5

158 ニホンイシガメ Mauremys japonica 1 1 NT NT

159 クサガメ Mauremys reevesii 1 1

160 イシガメとクサガメの交雑種 Mauremys japonica x M. reevesii 1 1

161 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans 1 1 2 ○ ○

162 哺乳綱 ネズミ目（齧歯目） ヌートリア科 ヌートリア Myocastor coypus 1 1 1 1 1 1 1 7 ○ ○

163 単子葉類 オモダカ目 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa 1 1 2 ○

164 真正双子葉類 ユキノシタ目 アリノトウグサ科 オオフサモ Myriophyllum aquaticum 1 1 ○ ○

273 202 146 300 145 164 207 226 115 260 151 109 280 201 245 250 211 188 235 226 134 213 183 4112 14 0 9 6 10 5

個体数合計
重要種選定基準 外来種選定基準

No. 門名 綱名 目名 科名
種名 調査地点番号

種子植物門

地点別の個体数合計
●和名、学名および配列は、基本的に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和5年度版）」（令和5年、国土交通省）に従った。
●重要種選定基準
　1.水国重要種リスト（河川水辺の国勢調査のための重要種リスト）
　　①「文化財保護法」（昭和25年法律第214号、最終改正：令和4年）に基づき指定された天然記念物又は特別天然記念物
　　　特天：文化財保護法により指定された特別天然記念物
　　　天然：文化財保護法により指定された天然記念物
　　②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号、最終改正：令和4年）に基づき定められた国内及び国際希少野生動植物種
　　　国内：国内希少野生動植物種
　　　国際：国際希少野生動植物種
　　　緊急：緊急指定種
　　③「自然公園法」による指定動植物（調査区域の一部又は全域が国立公園又は国定公園を含む場合）
　　④「環境省レッドリスト2020」（令和元年度、環境省）の掲載種
　　　CR：絶滅危惧IA類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
　　　EN：絶滅危惧IB類（絶滅危惧IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
　　　VU：絶滅危惧II類（絶滅の危険が増大している種）
　　　NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種）
　　　DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種）
　　　LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群）
  2.広島県種の保護（広島県野生動植物の種の保護に関する条例）（平成6年3月29日条例第一号）の掲載種
　 　指定：指定野生動植物
  3.広島県RDB（広島県の絶滅のおそれのある野生生物(第4版）－レッドデータブックひろしま2021－（令和4年、広島県）の掲載種
　　EX：絶滅（広島県ではすでに絶滅したと考えられる種）
　　EW：野生絶滅（飼育・栽培下でのみ存続している種）
　　CR+EN：絶滅危惧I類（絶滅の危機に瀕している種）
　　VU：絶滅危惧II類（絶滅の危険が増大している種）
　　NT：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種）
　　AN：要注意種（評価するだけの情報が不足している種、または広島県の自然特性等から保護上の重要度の高い種）
●外来種選定基準
  1.特定外来種：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成17年、最終改正：令和5年、環境省）の掲載種
  2.生態系被害防止外来種：「我が国の生態系等に影響を及ぼすおそれのある外来種リスト」（令和2年11月改訂、環境省）
  3.その他外来種：河川水辺の国勢調査のための特定外来生物等リストに掲載されるその他の国外外来種（令和5年、国土交通省）

スズキ目

ハゼ科

両生綱

無尾目

アカガエル科

爬虫綱 カメ目 イシガメ科

脊つい（椎）動物門 硬骨魚綱 コイ目 コイ科

ナマズ目
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4.3 河川環境の改善に向けた提案 

今回の調査及び過年度の調査結果より東広島市の河川環境について考察してみると、黒瀬川水系で

の水質改善が課題として挙げられる。「東広島市の環境（環境白書）2022 年（令和 4 年）版」によると、

市民アンケートにおいて「川などの水のきれいさ」に対して満足と回答した市民の割合は、平成 22 年

度には 41％であったが、令和 3 年度には 39.8％とわずかに低下している。黒瀬川などの市内中心部を

流れる河川では、人口に対して流量が少ないことから、生活排水が適正に処理されていても一部で水質

が悪化する場合があると考えられる。 

また、社会的には「生物多様性の保全・再生」や、「ネイチャーポジティブ」といった自然環境を見

直す動きもあり、在来種が健全に生息できる環境を維持していくため、外来種への対応も課題となって

くる。生物多様性とは、生きものたちが関わり合いながら生きている命のつながりのことであり、この

関係を維持もしくは再生することが重要とされる。また、ネイチャーポジティブは、生物多様性の損失

を止め、自然を回復させるための行動をとることを指す。 

上記にあげた２つの課題「黒瀬川水系での水質改善」と「外来種対策」についての対策案を以下に

示す。 

「黒瀬川水系での水質改善」については、市民が川に接する機会を増やすことを目的とし、黒瀬川

等で市民参加型の生きもの観察会の実施を提案する。市民参加により河川環境に関心を持ってもらうこ

とが重要である。また、観察会開催時にゴミ拾いなどの清掃活動を合わせて行うことでより一層、河川

環境への関心が高まり、ゴミ投棄の抑制や水質保全意識の向上につながると考えられる。 

「外来種対策」については、本業務で作成した外来種パンフレットを活用し、小学校等への配布や

市のホームページへ掲載することで、広く市民に周知することが有効と考えられる。また、上記の生

きもの観察会と合わせてパンフレットを活用し、身近な環境で確認される外来種について学習するこ

とで外来種の拡散を防ぐことが可能になると考えられる。 

 

  


